
水熱合成法で作製した 

 (K,Na)NbO３配向膜の圧電定数,e31,f, の評価 

Characterization of piezoelectric coefficient e31,f   

for orientation-controlled (K,Na)NbO3 films prepared by hydrothermal method. 
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【緒言】 (K,Na)NbO3は環境適応性の高い非鉛圧電体の中で、比較的高い圧電性を有しており、

多くの研究がなされている。 (K,Na)NbO3膜の圧電定数 e31,fについてはこれまで様々な作製法・組

成・基板で報告されており、中でもスパッタ法で作製した膜においてカンチレバーを用いて大き

な値が報告されている[1-2]。種々の作製法の中で、水熱法は作製温度が 300°C 以下の低温で作製が

可能なため、これまでの作製方法で指摘されていた K や Na の揮発による組成ズレの問題が少な

い。また、水熱法で作製した薄膜において分極処理を必要としない自己分極膜が作製できること

も報告されている[3]。 本研究では、水熱合成法で作製した(K,Na)NbO3膜において、正・逆の圧電

応答より圧電定数 e31,fの評価を行ったので報告する。 

【実験方法】 0.25 g の非晶質 Nb2O5 粉末と 7 mol/L の KOH と NaOH 混合溶液を用いて

(100)cSrRuO3//(100)SrTiO3基板上に 240C で(K,Na)NbO3膜を水熱合成法により製膜した。得られた

試料をカンチレバー型に加工し、一端を固定した状態で電圧を印加し、逆圧電効果により生じる

カンチレバーの先端変位と、基板に歪を加えて得られる正圧電応答から圧電定数 e31,fを決定した。 

【結果と考察】膜厚約 5 mの(K0.88Na0.12)NbO3膜の圧電特性を評価した。図 1および図 2はそ

れぞれ、逆圧電応答および正圧電応答より決定した圧電定数 e31,f の分極処理電界依存を示す。い

ずれの場合も分極処理することなく圧電性を示している。また、e31,fの値は負の電界を印加するこ

とで位相が 180°反転し、その後、正の電界を印加することで最初の値に戻ることが確認された。 

当日は、各種の条件で作製した膜の特性について議論する予定である。 
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Fig. 2 Poling electric field dependence of 
piezoelectric coefficient e31,f measured at 5 
Hz by direct piezoelectric effect for 
Pt/(K0.88,Na0.12)NbO3//(100)cSrRuO3//(100)
SrTiO3 cantilever. 

Fig. 1 Poling electric field dependence of 
piezoelectric coefficient e31,f measured at 1 
kHz by inverse piezoelectric effect for 
Pt/(K0.88,Na0.12)NbO3//(100)cSrRuO3//(100)
SrTiO3 cantilever.  
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